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学
校
間
交
流
に
つ
い
て�

問�

くまがや市議会だより(5) 21.　11.　１�

谷
え
び
す
大
商
業
祭
等
が
あ
る
。

ま
た
、
工
業
、
も
の
づ
く
り
関
係

で
は
熊
谷
染
体
験
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。
③
魅
力
的
な
観
光
資
源
を

活
用
し
た
観
光
コ
ー
ス
の
設
定
と
、

本
市
を
ゆ
っ
た
り
歩
け
る
マ
ッ
プ

の
作
成
な
ど
の
情
報
発
信
を
行
っ

て
い
く
。�

（
商
業
観
光
課
）�

����������������

須
　
永
　
宣
　
延
　
議
員�

　
　
　
①
本
市
に
お
け
る
各
学
年

　
　
　
単
学
級
の
学
級
編
制
校
の

状
況
②
現
在
行
わ
れ
て
い
る
交
流

学
習
の
現
状
、
内
容
お
よ
び
課
題

③
今
後
、
交
流
学
習
を
進
め
て
い

く
考
え
は
、
そ
れ
ぞ
れ
伺
い
た
い
。�

��

　
　
　
①
今
年
度
、
各
学
年
単
学

　
　
　
級
の
学
級
編
制
校
は
、
小

学
校
七
校
、
中
学
校
一
校
で
あ
る
。

②
学
校
間
で
の
交
流
学
習
は
、
林

間
学
校
、
親
善
サ
ッ
カ
ー
大
会
等

が
あ
り
、
例
え
ば
、
林
間
学
校
で

は
開
校
式
や
閉
校
式
、
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
等
を
合
同
で
行
っ
て

い
る
。
新
た
に
今
年
度
か
ら
定
期

的
な
交
流
学
習
と
し
て
、
小
島
小

学
校
児
童
が
男
沼
小
学
校
に
出
向
き
、

音
楽
や
図
工
、
体
育
、
ク
ラ
ブ
活

動
な
ど
の
学
習
を
合
同
で
進
め
て

い
る
。
こ
の
交
流
学
習
も
大
変
ス

ム
ー
ズ
に
進
ん
で
お
り
、
両
校
の

児
童
に
と
っ
て
有
意
義
な
時
間
と

な
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
の
学
校

も
教
育
課
程
編
成
上
、
時
間
的
に

も
限
り
が
あ
り
、
十
分
な
交
流
時

間
を
確
保
し
づ
ら
い
な
ど
と
い
う

課
題
も
あ
る
。
③
今
後
も
各
学
校

か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
た
う
え
で

実
施
し
て
い
き
た
い
。�

（
学
校
教
育
課
）�

○
そ
の
他
の
質
問
項
目�

「
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て
」�

���

林
　
　
　
真
佐
子
　
議
員�

　
　
　
全
国
の
高
校
へ
の
進
学
率

　
　
　
は
昨
年
の
調
査
で
九
七
・

八
％
を
超
え
て
い
る
。
国
際
的
に

は
授
業
料
が
無
料
の
国
が
増
え
て

い
る
中
で
日
本
の
学
費
は
世
界
一

の
高
さ
で
あ
り
、
お
金
の
有
る
無

し
で
は
な
く
、
学
び
た
い
子
は
皆

が
学
べ
る
よ
う
に
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
①
入
学
準
備
金
の
貸
付
要

件
か
ら
市
税
の
完
納
要
件
を
無
く

せ
な
い
か
②
入
学
準
備
金
の
返
済

開
始
時
期
を
卒
業
後
に
変
更
で
き

な
い
か
③
育
英
資
金
の
申
請
を
年

度
途
中
で
も
で
き
な
い
か
④
給
食

費
未
納
防
止
徴
収
マ
ニ
ュ
ア
ル
が

県
か
ら
通
知
さ
れ
て
い
る
か
、
そ

れ
ぞ
れ
伺
い
た
い
。�

　
　
　
①
入
学
準
備
金
貸
付
制
度
は
、

　
　
　
他
の
融
資
制
度
と
同
様
、

市
民
の
方
々
か
ら
納
め
て
い
た
だ

い
た
税
金
が
原
資
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
公
平
性
の
観
点
か
ら
無
く

す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
②
学
生

の
保
護
者
に
対
す
る
貸
し
付
け
で

あ
る
た
め
、
在
学
中
に
返
済
を
お

願
い
し
て
い
る
。
③
現
時
点
で
は
、

年
度
途
中
で
の
募
集
は
考
え
て
い

な
い
が
、
育
英
資
金
の
貸
し
付
け
は
、

入
学
予
定
の
方
の
ほ
か
、
在
学
中

の
方
も
応
募
が
可
能
で
あ
る
の
で

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。
④
現
時

点
で
は
、
県
か
ら
は
ま
だ
届
い
て

い
な
い
。�

（
教
育
総
務
課
）�

○
そ
の
他
の
質
問
項
目�

「
療
養
ベ
ッ
ド
の
削
減
に
つ
い
て
」

ほ
か�

�

���

桜
　
井
　
く
る
み
　
議
員�

　
　
　
市
内
三
カ
所
に
あ
る
味
噌

　
　
　
加
工
室
の
利
用
料
は
い
く

ら
か
。
ま
た
、
旧
熊
谷
市
に
合
わ

せ
て
利
用
料
を
無
料
に
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
見
解
を
伺
い
た
い
。�

　
　
　
江
南
農
村
セ
ン
タ
ー
加
工

　
　
　
室
の
味
噌
加
工
機
器
は
、

Ｊ
Ａ
く
ま
が
や
の
施
設
を
旧
江
南

町
が
譲
り
受
け
、
合
併
前
か
ら
一

工
程
三
千
円
を
徴
収
し
て
お
り
、

農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
、
め
ぬ
ま

農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
徴
収
し

て
い
な
い
。
ま
た
、
使
用
料
に
つ

い
て
は
、
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ

く
自
主
財
源
の
確
保
の
一
つ
と
し
て
、

使
用
料
、
手
数
料
の
見
直
し
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。�

（
農
業
振
興
課
）�

○
そ
の
他
の
質
問
項
目�

「
公
民
館
の
運
営
に
つ
い
て
」
ほ
か����

森
　
　
　
新
　
一
　
議
員�

　
　
　
本
市
の
①
専
業
、
兼
業
農

　
　
　
家
の
比
率
お
よ
び
肥
料
の

高
騰
に
よ
る
補
助
は
②
農
業
従
事

者
の
年
齢
別
の
人
数
、
新
規
就
農

者
の
人
数
と
内
訳
は
。
ま
た
、
③

援
農
支
援
、
農
業
サ
ポ
ー
タ
ー
バ

ン
ク
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
伺
い

た
い
。�

　
　
　
①
平
成
十
九
年
度
版
埼

　
　
　
玉
県
農
林
水
産
統
計
年

報
に
よ
る
と
、
専
業
農
家
は
八

百
二
十
九
戸
で
二
十
一
％
で
あ
り
、

第
一
種
、
第
二
種
兼
業
農
家
は
、

そ
れ
ぞ
れ
六
百
三
十
七
戸
で
十

六
％
、
お
よ
び
二
千
四
百
八
十

七
戸
で
六
十
三
％
で
あ
る
。
ま
た
、

兼
業
農
家
で
非
農
業
収
入
が
半

分
以
上
を
占
め
る
第
二
種
兼
業

農
家
の
割
合
は
、
七
十
九
％
で

あ
る
。
補
助
に
つ
い
て
は
、
平

成
二
十
一
年
度
限
り
の
も
の
だ
が
、

国
庫
事
業
で
現
在
、
二
十
二
団

体
が
実
施
計
画
承
認
申
請
を
県

に
提
出
し
て
い
る
。
②
五
十
五

歳
未
満
が
三
千
七
百
六
人
、
五

十
五
歳
以
上
七
十
四
歳
以
下
が

四
千
七
百
十
七
人
、
七
十
五
歳

以
上
が
千
八
百
九
十
三
人
で
あ
る
。

ま
た
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
平

成
二
十
年
度
ま
で
の
新
規
就
農

者
数
は
、
七
十
一
人
で
、
う
ち

三
十
九
歳
以
下
は
三
十
九
人
で

あ
る
。
③
今
後
も
先
進
都
市
の

事
例
等
を
調
査
、
研
究
し
て
い
く
。�

（
農
業
振
興
課
）�

○
そ
の
他
の
質
問
項
目�

「
妻
沼
西
部
工
業
団
地
工
場
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
」�

子
ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て�

味
噌
加
工
室
の�

　
　
　  

利
用
料
に
つ
い
て�

農
業
の
現
状
と�

　
　
　
　  

振
興
に
つ
い
て�

答�

答�
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問�

答�
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